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１、ミサワホームの環境に対する取り組み
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２、エコフラッグシップモデル



■カスケードソーラー

①太陽光から電気をつくる

②太陽熱で家を暖める

住宅の暖房負荷をまかなう集熱量

9.5kW以上の発電量

太陽エネルギーを多段階利用

暖房負荷38%減
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２、エコフラッグシップモデル

2010年11月発表、LCCO2マイナス住宅の取組



■付加断熱

■高断熱ガラス

熱損失を50%削減

熱損失を27%削減

Ｑ値＝1.05
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２、エコフラッグシップモデル
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２、エコフラッグシップモデル
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２、エコフラッグシップモデル

約63年で建設時排出したCO2を相殺



３、エムスマートシティ熊谷
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日本最高気温を記録している熊谷市は、夏季日中の南～東の風
によって都心部の熱が運ばれてくるため暑さが深刻である。一方で内陸
型の気候を示し、夜間は比較的気温が下がることから、特に必要なのは
日中の暑さ対策である。

計画地の周囲は低層住宅地で、数km先には田畑が残る地域であ
ることから、風環境は良好であった。そこで省・創エネ技術の導入により
全棟ZEHとした上で、夏の卓越風である東風を利用した通風および蒸
発冷却と緑化等を活用したパッシブデザインを取入れた街区・外構・住
宅を一体で設計

■熊谷市の立地・気候特性

住戸
全73区画

公園

集会所

■パッシブクーリングアイテムによるクールスポット創出
～涼を呼ぶまち(2012年から)
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通常街区 提案街区

N N

高木植栽、芝生 パッシブクーリングアイテムの組み合わせ

水道圧によって最上段から給水

実測日：
2014/9/16 12:30
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■パッシブクーリングアイテムのねらい
日中の暑さ対策が必要な熊谷の
住宅街区において、クールスポット
を創出するため、水が蒸発する際
に周囲の顕熱を奪い、濡れ面の温
度を下げる「蒸発冷却手法」＝
「パッシブクーリングアイテム」を採用
多様な部品を用いることで、複層
的に、また立体的に蒸発冷却面を
創出

■パッシブクーリングアイテム

■街区内：クールスポットの点在
■オリジナル部品：クールルーバー

３、エムスマートシティ熊谷
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2015/9/12 11:00  外気温 29℃

日射遮蔽（中高木）
※植栽直後

湿球温度付近まで低下する冷却面（クー
ルルーバー2面）

湿球温度付近まで低下する冷却面
（保水性平板）

天面の遮蔽
（バルコニーの出）
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平均放射温度（MRT）、体感温度指標（SET*）は
高温になるほど差が大きくなる

気温

風速

MRT相対湿度

パッシブクーリングなし棟でSET* 31 ˚Cの時に、SET* 3.5˚Cの差が生じる

SET* 計算条件：
Clo値 0.5, Met値 1.0

▼1.6
▼3.5

■涼を呼ぶまちの効果測定
パッシブクーリングアイテムあり／なしの2棟のテラスで体感温度（SET*）を測定した結果、暑くなればなるほど体感温
度の低減効果が大きくなり、体感温度31℃の時、3.5℃の差が生じることを確認。

体感温度(SET*)

３、エムスマートシティ熊谷
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４、蒸暑地サスティナブルアーキテクチャ
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気候条件の厳しい蒸暑地、

インフラ未整備・脆弱地において、

エネルギー・水の、

自立性の高い生活を持続可能にする、

アーキテクチャー（建築・仕組み）を

探求する。（2019年)

沖 縄

４、蒸暑地サスティナブルアーキテクチャ
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サステナブルリビング棟
エネルギー・水を効率的につくる・たくわえる・つかう・ゆずるためのデザイン

４、蒸暑地サスティナブルアーキテクチャ
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サステナブルリビング棟
宅内DC給電・蓄電システム

太陽光集熱モジュール

定置型蓄電池：通常
の約半分の大きさで
自立可能

宅内で利用しているDC家電

４、蒸暑地サスティナブルアーキテクチャ
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サステナブルリビング棟
カスケードソーラーデシカント＋中温冷水放射冷房

４、蒸暑地サスティナブルアーキテクチャ
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サステナブルリビング棟
雨水集水・浄化・貯留・循環利用システム

４、蒸暑地サスティナブルアーキテクチャ
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５、取組みの課題

1、LCCM
・太陽光パネルありきのLCCM。売電メリットが減る中、蓄電池等自家消費型対応の
設備開発や支援制度の必要性
・太陽光パネルありきのため建物形態、敷地条件が限定的

2、より効率的な省エネ設備等の開発
系統（沖縄電力）からの電力に頼ることなく建物を維持することができたが、DC家電
を特注せざるを得ない。（海外ではDC駆動のエアコン等が普通に流通している。）

3、快適な環境をまちづくりレベルで
・パッシブとアクティブの併用で快適な環境づくりを行う上でパッシブの工夫に対する

(光熱費などだけではない)評価と支援


